




































The Learning of Children in Goal Type Game
児童の対話と教師の働きかけからの検証
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図３.結果図
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全員に聞こえるようにパスの方法をアドバイスした。
本事例において、教師から児童Ｍへの働きかけを検
証した結果、「ゲーム理解」に関する働きかけが主であ
ることが分かった。このような働きかけに促され、単
元を通して児童Ｍのゲーム理解が向上したと推察でき
る。それに伴って、児童Ｍの授業への積極的な参加と
いった「意欲の向上」や、チームにおけるリーダーシ
ップの発揮といった「チームづくりへの介入」が現れ
たと推察できる。
以上のことから、ゴール型ゲームにおける児童の学
びは、教師の相互作用場面における「ゲーム理解」に
かかわる働きかけが大きく影響しているものと考えら
れる。
考察２：仲間の働きかけ
次に、仲間の児童Ｈからの働きかけに焦点を当て
る。
単元序盤、試合での動き方がわからない様子の児童
Ｍは、試合でのパス回しに参加できない様子が見られ
た。児童ＨがＭの存在に気付き、「あっちに行って?」
と動き方を指示したり、フリーになっている児童Ｍに
パスを出したりすることだった。
単元中盤になると、児童Ｍの試合中の動きは、ボー
ルの動きに揺さぶられることが多くなった。その様子
をみた児童Ｈは、コート外から児童Ｍの名前を呼んで
指示を出したり、フリーになっている味方を伝えたり
するなどの働きかけをしていた。児童Ｍは、児童Ｈか
らの指示を受けると、素早く動くことができた。
４時間目に、児童Ｈが児童Ｍに対し、試合中の自己
判断を促す働きかけをする場面が見られた。しかし、
児童Ｍは児童Ｈに対し、「そんなんわからん?」と強く
反論した。この場面から、児童Ｍが、児童Ｈの指示に
依存していると推察できる。その後、児童Ｈから児童
Ｍに対する働きかけは、指差しでの指示が主となり始
めた。児童Ｍは、この指差しによる指示で、素早く空
いたスペースに動くことができるようになった。単元
終盤には、自ら空いたスペースに走り込んだり、味方
の位置を確認して動いたりといった、主体的な判断が
見られるようになった。
本事例において、仲間から児童Ｍへの働きかけを検
証した結果、単元を通して「ゲーム理解」が向上して
いる過程には、仲間からの指差しによる指示や誘導が
あったことが分かった。さらに、仲間からの自己判断
の促しの中でのやりとりにおける意見の対立は、単元
終盤の主体的な判断を引き出すきっかけとなった。
?.総合考察
本事例では、小学校体育授業のゴール型ゲームにお
ける子どもの学びについて、学習の中で生まれる葛藤
やまさつがどのようなものであるか、また教師や仲間
からの働きかけによって、どのような学びが展開され
ていくかを検証した。結果により得られた知見を以下
にまとめ、述べていく。
体育授業のゴール型ゲームにおいて、子どもが学び
を実現させる中で生じる「葛藤」や「まさつ」には、
①技能の低さによる不安や戸惑いなどの自己内で生
じているもの
②課題を達成することが出来ないことなどの対象と
のかかわりの中で生じているもの
③他者との不安定なかかわりから生じているもの
があると推察できる。
本研究における「まさつ」や「葛藤」は共有課題に
関連するものであった。例えば、空いている場所や三
角形に対する理解である。つまり、これらに対する児
童Ｈと児童Ｍの理解の差が、「まさつ」や「葛藤」の原
因となっていた。それに対して、相互作用場面におけ
る教師のゲーム理解を促す働きかけや児童Ｈの働きか
けが、児童Ｍの理解を進め、「まさつ」や「葛藤」を学
びへと変えたと解釈できる。
このような働きかけにより、児童Ｍのゲーム理解力
が単元を通して大きく向上し、それに伴って、「意欲の
向上」や、「チームづくりへの介入」が現れたと推察で
きる。
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